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校
内
生
活
体
験
発
表
会 

（１
・２
・３
部
） 

生
徒
が
自
分
の
こ
れ
ま
で
を
振
り

返
り
困
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
や
成

長
し
た
こ
と
な
ど
を
発
表
す
る
行
事

で
す
。
生
徒
は
、
ク
ラ
ス
で
作
文
を
書

い
て
、
ク
ラ
ス
の
代
表
に
選
ば
れ
た
１

名
が
ク
ラ
ス
代
表
と
し
て
、
校
内
生
活

発
表
会
の
場
で
発
表
し
ま
す
。 

１
・

２
部
は 

６
月 

日
（
火
）
に 

、
３

部
は
６
月

日
（
金
）
に
あ
り
ま
し

た
。
代
表
の
生
徒
は
、
自
分
自
身
の
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
思
い
の
丈
を
作

文
に
書
き
、
発
表
し
て
い
ま
し
た
。
応

援
の
生
徒
も
代
表
生
徒
の
作
文
を
静

か
に
傾
聴
し
、
胸
に
響
い
て
い
た
よ
う

で
し
た
。
校
内
発
表
会
で
選
出
さ
れ
た

学
校
代
表
者
は
、
９
月

日
（
土
）

に
姫
路
市
立
図
書
館
網
干
分
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
西
播
磨
但
馬
地
区
の

定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活
体
験
発
表

大
会
で
発
表
し
ま
す
。
学
校
代
表
と
し

て
よ
り
よ
い
発
表
が
出
来
る
よ
う
、
全

力
を
尽
く
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
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  交

通

安

全

講

話 

（１
・
２
・３
部
） 

 

１
・
２
部
は
５
月

日
、
３
部
は

５
月

日
に
本
校
の
大
講
義
室
に

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
飾
磨
警
察
署
の

交
通
課
の
方
に
来
て
頂
い
て
、
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
自
転
車
の
走
行
に

つ
い
て
問
題
形
式
で
説
明
し
て
下
さ

り
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。 

自
転
車
に
乗
っ
て
、
実
際
に
体
験
を

行
い
、
自
転
車
走
行
の
危
険
な
箇
所

の
指
導
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
の

度
の
講
話
を
活
か
し
、
安
全
に
通
学

を
続
け
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。 

Challenge 

Change 

Chance 

 

第２号 

号イ六

の里 

進

路

ガ
イ
ダ
ン
ス 

（１
・
２
部
） 

 

５
月

日
に
本
校
の
各
教
室

に
て
分
科
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
関
心
の
あ
る
教
室
に
向
か

い
、
講
師
の
方
の
お
話
を
生
徒

た
ち
は
真
剣
に
聞
き
、
自
分
た

ち
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。 

 

（
多
部
制
） 

令和４年 

卒
業
年
次
進
路
講
演
会 

(

１
・
２
部) 

就
職
の
求
人
票
の
受
付
が
７

月
１
日
か
ら
始
ま
る
に.

あ
た

り
、
１
・
２
部
で
は
６
月
７
日

（
火
）
に
講
演
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
講
演
会
で
は
、
卒

業
後
の
進
路
に
つ
い
て
、
講
師

の
方
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

進
路
選
択
へ
の
心
構
え
や
準

備
、
仕
事
の
内
容
な
ど
、
興
味

深
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
講
演
会
で
得
た
こ

と
を
今
後
の
進
路
選
択
に
活
か

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 


